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１．本時の目標 

 持続可能な社会の構築に向けて、先人の知

恵から学び、今の生活に生かすことができる。 

２．本時の位置づけ 

 本時は、次期『学習指導要領』「Ｃ 消費・

環境」にあたり、「Ｂ 衣食住の生活」とも関

連付けながら内容を構成した。 

〈第１次〉 ４時間扱い 

本時を行う前に、環境省から受託された「学

校における省エネ教育プログラムの開発・実

証」を実施した。 

ここでは、今の自分の生活を振り返り、環

境と日常生活とのかかわりに気付かせ、問題

発見を行った。また、週１回、メーターを記

録し、省エネ効果を数値で可視化し、節電実

験をするなど学んだことを踏まえ、家庭で省

エネに取り組み、解決の実行をする場面を設

け、実生活と結びついた活動を行ってきた。 

〈第２次〉２時間扱い 

 第１次を受けて、本題材を計画した。 

第１時 先人の知恵から学ぼう  

― 環境に配慮した生活の工夫 

第２時 私たちが地球を守る 

（本時） ― これからの社会に必要な 

       ライフスタイルを考えよう 

１年生の１学期に本題材を扱うことで、こ

れから実施する家庭分野の学習と「環境」と

を関連付けて学ぶ意識付けになると考える。 

３．本時の主張 

（１）育成したい生徒の姿 

自分の生活経験や学習したことを結び付け

て考え、持続可能な社会の担い手として何が

できるか、自ら気付き、考える姿。 

（２）本題材における「深い学び」 

「主体的な学び」に向けて、授業の導入 

時に見通しをもたせ、学習のゴールを明確に

し、振り返りにおいて自らの学びを価値付け、

他者と共有する場面を設定した。既習事項や

他教科、他の班から学んだことを関連付け、

一般化することで、自己変容を促していく。 

「対話的な学び」については、中教審の議

論の中で、「子供同士の協働、（一部省略）先

哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、

自らの考えを広げ深める」と示されている。  

第１時では、先人の知恵を書籍から情報収

集・精査・選択し、学び取るといった時間的

な広がりを意識した学びとなるようにした。

本時においては、前時の学習をもとに生徒同

士で話し合い、協働して考えを生み出す活動

場面や発表（国語科と連携）の場を設定した。 

「深い学び」に向けて、家庭科の見方・考

え方「持続可能な社会の構築」「生活文化の継

承・創造」を働かせるとともに、思考の手立

て：比較、推論を用いることで、持続可能な

社会の担い手として、自ら気付き、考える生

徒の育成を目指したい。
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４．本時の展開 

 

主な学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点 学習過程・思考の手立て 

〈１． 導入〉  

・ 持続可能な社会の構築に向けて、これまで学ん

できたことを確認する。 

・ 私たちの今の生活は環境に配慮した生活とい

えるか考える。 

・ 本時の問いを確認する。       

（８分） 

・ これまでの振り返りをし、学んできたことを結

び付けて考えるようにに働きかける。 

 

・ 改めて、今の自分の生活を振り返らせ、る。 

 

・ 授業の見通しをもたせるとともに、授業のゴー

ルを確認する。 

 問題発見  

 

〈２． 展開①〉 

・ 「衣」「食」「住」「消費」の担当者がそれぞれ

１人（２人）ずつ集まり４人（５人）班を作り

前時に話し合ったことを発表し合う。 

－ 先人の知恵の紹介 

－ 班で考えたこと 

 

（12分） 

・ 先人の知恵から今に生かせることは何か、など

互いに気付きを得るために発表を行うという

ことを確認する。 

・ 国語の授業で学んだことを踏まえて発表する

ように伝える。 

・ メモをとりながら発表を聞くことを伝え、思考

を整理させる。 

 

計画，情報収集・精査・選択 

 

〈２． 展開②〉 

・ 本時の問い「これからの社会に必要なライフ 

スタイルを考えよう」について、個人で考える。 

 

 

 

・ 班で話し合い、意見をまとめる。 

 

（15分） 

・ 先人の知恵をそのまま取り入れるのではなく、

「衣」「食」「住」「消費」に共通する先人の考

え方は何か考え、かつ今の時代の状況に合った

ライフスタイルを考えさせる。 

・ 既習事項や他教科、他の班から学んだことを関

連付けながら、個人だけでなく、家族、地域、

日本、世界にも目を向けて考えさせる。 

・ なぜ、そのライフスタイルが必要なのか、学ん

だことを踏まえて根拠を示すように伝える。 

〈比較〉 

 

 

 

 

 

 

〈３． まとめ〉 

・ 班で話し合ったことを発表する。 

・ 出された意見が実行可能か考える。 

・ 振り返りを記入する。《個人》 

 

 

（15分） 

・ 班での発表を通して、考えを共有させる。 

・ 班で考えたことや既習事項を踏まえて、本時の

問いに対する自分なりの答えをワークシート

にまとめさせる。 

・ 出てきた意見は実行可能か考えさせ、学んだこ

とを行動につなげていけるように促す。 

 

 振り返り  

〈推論〉 

 


